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考え方については、「新学習指導要領及び解説」1）、
「多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレット」2）
など、主に文部科学省発行の文献を整理・検討す
ることによって行った。
（2）「多様な動きをつくる運動（遊び）」の現状
及び課題について
「多様な動きをつくる運動（遊び）」の現状及び
課題については、現場教員への質問紙調査結果を
活用した。
（3）「多様な動きをつくる運動（遊び）」の今後
の授業づくりのポイント
「多様な動きをつくる運動（遊び）」の今後の授
業づくりのポイントについては、具体的な授業実
践やいつくかの指導計画などの資料を収集し分析
することによって検討を進めた。
３． 「多様な動きをつくる運動（遊び）」の基本的
な考え方
児童生徒の体力低下への対応として小学校低・
中学年から「体つくり運動」が導入され、特に「多
様な動きをつくる運動（遊び）」が新たに提示さ
れたことになるが、体力向上の内容を導入する場
合は、発達段階に合った内容の提供が必要となっ
てくる。例えば、小学校低・中学年には、巧みさ、
柔軟性、力強さ、持久性などの体力要素を意図的
に身に付けていく学習はふさわしくないと思われ
る。低・中学年では、体力を高めることを直接の
目的としないで、楽しく運動することによって体
の基本的な動きを身に付けていくことが有効であ
る。したがって体を動かす楽しさやおもしろさを
十分に味わいながら様々な動きを経験したり、そ
の動きを高めていくような活動が求められよう。
そこで、このようなねらいをもった低・中学年の
運動を「多様な動きをつくる運動（遊び）」とし
て導入したことになる。
また、従前高学年に導入されていた「体ほぐし
の運動」は、新学習指導要領でその趣を生かした
取り組みを継続するために、小学校低・中学年に
も導入されている。「多様な動きをつくる運動
（遊び）」は、以下のような４つの運動（遊び）で
構成されている。
①体のバランスをとる運動（遊び）
②体を移動する運動（遊び）
③用具を操作する運動（遊び）
④力試しの運動（遊び）
これら①～④の中では、③と④は従前の学習指
導要領の「基本の運動」に含まれている活動であ
るが、新学習指導要領でも「多様な動きをつくる
運動（遊び）」の活動として示されている。
さらに、中学年では発達段階を考慮して、以下
の内容が加えられた。
⑤基本的な動きを組み合わせる運動
「基本的な動きを組み合わせる運動」は、動き
を組み合わせるところに低学年からの発展を見る
ことができ、次のような動きの組み合わせが提示
されている。
 ア） ２つ以上の動きを同時に行う。（用具を操
作しながら移動するなど）
 イ） ２つ以上の動きを連続して行う。（走って
から連続して跳ぶなど）
４． 「多様な動きをつくる運動（遊び）」の現状と
課題
「多様な動きをつくる運動（遊び）」の現状と課
題については、現職教員（体育主任）を対象とし
た調査結果に基づいて検討した。なお、この調査
は、「平成23年度埼玉県長期研修教員・白根彰人
教諭 3）」によって行われたものであり、本研究で
は、その１部を活用した。
（1）「多様な動きをつくる運動（遊び）」の実施
上の課題
①実施時間数が少ない傾向にある。
 ・ 回答者の1／3程度が年間１時間～11時間の
範囲で実施していると回答している。
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図１　各学年の配当時間
②他領域との組み合わせが多い。
 ・ 低学年では約40％が他領域と組み合わせて
いると回答している。
 ・ 中学年では約30％が他領域と組み合わせて
いると回答している。
（2）指導上の課題
 ① 文部科学省作成の「多様な動きをつくる運
動（遊び）パンフレット」を十分活用して
いない。
図２　パンフレットの活用
 ② それぞれの内容をどこまで教えたらよいか
が不明確である。
 ③ よい動きのポイントを判断することが難し
い。
５． 「多様な動きをつくる運動（遊び）」の授業づ
くりのポイント
上記のような「多様な動きをつくる運動（遊
び）」の現状と課題を解決するためには、次のよ
うな事項について検討することが重要である。
（1）２つの内容で単元を構成するとともに、授
業時間を十分に確保する。
「多様な動きをつくる運動（遊び）」は４つの内
容で構成されているが、単元は２つの内容で構成
することを検討したい。低・中学年の発達段階を
考慮すると、１つの内容での単元構成では、児童
の興味・関心を持続させることが難しいと思われ
る。
この単元構成については、「パンフレット（文
部科学省作成）」では、次表のようにいくつかの
モデル例を示しているが、「B校の例」が授業づ
くりの基本と考えることができる。「B校の例」は、
「用具操作系」を毎時間含んだ２つの内容での単
元の構成が特徴である。
「B校の例」は、白根教諭の授業などに具体的
に見ることができるが、その他の授業実践資料 4）
やいくつかの授業実践の観察などから、特に小学
校低学年での授業実践に有効であると思われる。
（2）何をどこまで教えるかについてのおおよその
規準を示す。（評価規準の開発と設定）
それぞれの内容をどこまで教えたらよいか、よ
い動きのポイントは何か、とする指導上の課題を
解決するためには、「評価規準の開発と設定」が
有効であると思われる。「評価規準の開発」によ
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表１　「B校の例」の具体的な学習指導計画3）
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表２　評価規準の例3）
　　　「体のバランスをとる運動（遊び）」
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って、それぞれの内容の動きのレベル（段階）を
おおよそ把握することが可能になるからである。
この「評価規準の開発」に関しては、筆者5）らは
「走り高跳び」について、すでにその具体的な評
価規準表の開発とその活用などを明らかにしてい
る。
「多様な動きをつくる運動（遊び）」では、表２
のような「評価規準の開発」の例がある。
このような「評価規準の開発」によって、どの
ような内容をどこまで教えたらよいかについての
おおよその判断規準が示されるとともに、個々の
児童の到達レベルも比較的容易に把握することが
できると思われる。「評価規準の開発」について
はその他の事例6）もあるが、今後は授業実践と評
価とを結びつけた研究がより一層求められる。
（3）「多様な動きをつくる運動（遊び）」のより
有効な実践のための課題
「多様な動きをつくる運動（遊び）」の授業実践
に向けての課題を解決するためのいくつかの研究
資料などを提示することができたが、この授業の
成果をより高めていくための研究上の課題も残さ
れている。
その主な課題の１つは、「多様な動きをつくる
運動（遊び）」の実施によって、児童の体力向上
に有効な働きかけができるかどうかを明らかにす
ることである。児童生徒の体力低下への対応とし
て新たに設定された「低・中学年の体つくり運動
領域」の成果の把握は、今後の授業研究・実践の
重要な課題として検討する必要がある。
また、２つ目の課題は、小学校中学年での授業
実践のレベルアップである。小学校低学年での授
業実践は、前述の単元計画の構成の仕方（「B校
の例」を参考とするなど）や評価規準の明確化に
よって、レベルアップのためのおおよその手がか
りを得ることができた。一方、小学校中学年では、
「４つの内容を組み合わせる」ことが新たに示さ
れていることから、この「内容の組み合わせ」の
仕方や具体的な授業実践などに課題が残されてい
る。
６．ま　と　め
「多様な動きをつくる運動（遊び）」の新設は、
平成 23年度から完全実施された「新学習指導要
領・体育科」における大きな特徴の１つである。
本研究では、この「多様な動きをつくる運動（遊
び）」の授業づくりや研究方法等について一定の
手応えや方向性を示すことができた。今後は、さ
らに授業実践を重ねることでより容易な授業の進
め方やより精緻な授業の効果などを提示していき
たい。
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